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表紙について

　表紙の“澪電”は、故 熊谷信昭大阪大学元総長（通信・昭和28年旧制）の揮毫によるものです。

 令和 5年 4月　

令和 5年度澪電会総会・講演会・懇親会のご案内
 澪電会会長　 北山　研一

拝啓　陽春の候　会員の皆様には益々ご健勝のことお慶び申し上げます。
さて、令和 5年の澪電会総会ならびに講演会を下記の通り開催いたします。講演会では木下真吾（日本電信
電話株式会社）氏をお招きして、「NTT人間情報研究所の紹介「真のヒューマニティを取り戻すテクノロジー
の研究開発」」と題して御講演いただく予定です。
本年も昨年に引き続き、ハイブリッド（会場にお越しいただく形式と、インターネットを介してご参加する
オンライン形式を組み合わせた形式）開催といたします。また着席での懇親会を実施したいと思います。多数
ご参加下さいますようご案内申し上げます。
 敬　具

記

日　時： 令和 5年 6月 2日（金） 17：00 ～ 18：30

会　場： 天満研修センター（〒 530-0034 大阪府大阪市北区錦町 2-21　TEL：06-6354-1927）

次　第： 1．総　会 17：00 ～ 17：30
 2．講演会 17：30 ～ 18：30
 　　NTT人間情報研究所の紹介「真のヒューマニティを取り戻すテクノロジーの研究開発」
 日本電信電話株式会社　人間情報研究所　所長　木下真吾 氏

会　費： 無料

また、19時から双龍居（会費 5,000円）にて懇親会を企画しております。人数制限を実施しておりますので、
ご希望の方は早めに本フォームから申し込みをお願いします。
尚、オンライン参加方法など詳細については、確定次第、改めて電子メールを通じて連
絡をさせていただきます。

準備の都合上、Web フォームより 5月 22 日（月）までに参加申込ください。

https://forms.gle/JjbCWa82oqw1amYA9

問い合わせ先：澪電会事務局　 reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp
申し込みフォームQRコード ⇧
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会長ごあいさつ

澪電会会長　北山　研一
（通信・昭和49年）

新会員の皆様は入学されると同時に同窓会組織の
澪電会の準会員となられ、卒業されるにあたり正会
員となられました。この度皆様をお迎えできること
を大変嬉しく思います。この機にあたり、私どもの
活動をご紹介し、激励の言葉を述べて挨拶とさせて
いただきます。
先ずは、この 3月の澪電会主催の卒業謝恩会を長引
くコロナ禍の影響で 4年続けて実施できず、友人達と
笑顔で最後の別れを楽しみにしていた皆様をお気の
毒に思います。振り返ればオンラインの授業や、外で
も飲食の自粛などで、それまで当たり前だったコミュ
ニケーションが絶たれ、心に憤りと諦めが鬱積してい
るのではないでしょうか。この会報「澪電」がお手
許に届く頃にはニューノーマルに戻っていることを
祈っています。
澪電会は、およそ 100 年前、阪大の前身の大阪高
等工業学校時代に発足した由緒ある同窓会組織です。
「澪（みおつくし）」は水路標識を意味し、大阪市のシ
ンボルマークにもなっています。現在の会員数は約 1
万名、会員の年齢層は 20 代から 40 代をピークとして
70 代までほぼ均等に分布しており、また様々なキャ
リアを有する会員が集う組織に発展しています。そこ
で「全世代リーチアウト」をモットーに、会員の皆様
全員に興味を持ってご参加いただける様々なイベン
トを開催しています。
最近、「若い世代ほど仕事のやりがいや柔軟性を重
視」という興味深い新聞記事を見かけました。詳細は
端折りますが、以下のような考え方は至極真っ当だと
思います。
- 社会や世界への貢献を感じる仕事なら収入が低く
ても構わない
- 多様性や公正性に積極的でない組織では働きたく

ない
企業は半世紀前なら勤勉で真面目な働き手を求めて
いました。今の時代はそれも必要条件ですが、加えて
指示待ちでなく前例のないことに果敢にチャレンジす
る人材を求めていると思います。人間、本当にやりた
いことしか続けられないと言います。周りは諸君のそ
んな努力する姿勢を必ず見てくれていますので、しだ
いに信頼を得られるようになり、少しずつ本当にやり
たいことに近づいていけるのではないでしょうか。
さて、会員名簿は貴重な財産です。皆様にはこの会
員名簿の活用を是非お薦めします。名簿から卒業年
次、学科・専攻、職歴などを検索できますので、条件
に合うグループを抽出し、その中から先輩や後輩を探
し出して相談を持ちかけるなど様々な用途に使用で
きます。先ずはご自身の ID とパスワードを登録（注 1）

してお試し下さい。会員名簿は常に最新のものでなく
てはなりません。皆様にはご自身の個人情報を小まめ
に更新することも心がけ、利用価値を高めていただく
ようお願いします。なおHPからは教職員の名簿にも
アクセスできますので合わせてご活用ください。余談
になりますが、本当に必要な情報を提供してくれるの
は皆様の生活圏にある近しい幾つかの小さなコミュ
ニティ、即ち Small-world Network であるというこ
とがNature の有名な論文（注 2）で述べられています。
この澪電会の中にも仕事や趣味などの Small-world 
Network が次々と生まれ、会員どうしのコミュニケー
ションが活発になっていくことを期待しています。

（注 1） https://www.wd-system.jp/reidenkai/
（注 2） Strogatz, S. H. & Stewart, I. Collective dynamics of 

“small-world“ networks. Nature 393, 440-442 (1998).

新しい会員の皆様をお迎えするにあたって
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講演会からの話題

2021 年夏、東京。2022 年冬、北京。世界最大のイ
ベントと言われるオリンピック・パラリンピックが半
年強の間にアジアで相次いで開催されました。東京大
会は新型コロナ禍で史上初の延期となり開催が危ぶま
れたものの、懸命の感染対策や暑さ対策により、大き
な混乱なく運営されました。最速・最高・最強を競う
アスリートの姿をライブ観戦できなかったことは大変
残念ですが、脱炭素を掲げ、聖火や運営車両を始め水
素導入が加速したことや、多様でインクルーシブな社
会の創出を目指すパラリンピックへの理解が深められ
たこと等がレガシーとして残ったと感じています。
歴史を振り返ると、オリンピックはテクノロジーを
進化させる舞台にもなってきました。1988 年から運
営をサポートするパナソニックなどパートナーには、
製品やテクノロジーで大会を支え、「スポーツを通じ
て平和でよりよい世界を目指す」という理念に貢献す
ることが求められ、サポートを通じて技術進歩へも寄
与してきました。
テクノロジーの進化について 3つの話を述べたいと
思います。1点目は最たる例である「テレビ放送の進
化」です。アスリートの最高峰の舞台を多くの人にラ
イブで伝えたい、見たいという思いが、この一世紀
近い期間に大きな技術の進歩をもたらしてきました。
日本の五輪放送の黎明となったのが 1932 年ロス大会、
1936 年ベルリン大会のラジオ中継です。「前畑ガンバ
レ！」の名実況等が競技の臨場感・感動を日本に伝播

させました。テレビ放送はベルリン大会のドイツ国内
放送が発祥で、日本のテレビ開発を大きく刺激しまし
た。それが 1953 年の本放送開始、1960 年のカラー化
に繋がり、同年ローマ大会では 1時間遅れながら、日
本で初の五輪テレビ放送が実現しました。
そして、「テレビオリンピック」と呼ばれた最初の
東京大会が 1964 年に開かれます。開閉会式・8競技
のカラー放送、「宇宙中継」と言われた海外への国際
放送が行われた他、ヘリコプターへのマイクロ波送信
を介したマラソン生中継、スローモーションVTR等、
飛躍的に放送技術が発展。テレビ開発を加速する大会
となりました。NHKは翌 1965 年にハイビジョン研
究を開始しています。
1972 年札幌大会では、全競技がカラー中継され、
パナソニックがパートナーに加わった 1988 年カルガ
リー大会、同ソウル大会は複数競技の多チャンネル
中継が衛星放送普及のキラーコンテンツになりまし
た。1988 年長野大会、2004 年アテネ大会は、放送の
デジタル化・HD化のトリガーとなり、「デジタルオ
リンピック」と呼ばれた 2012 年ロンドン大会からは、
テレビとネットの融合が進展。2021 年東京大会では、
4K/8K 本放送や全競技のネット配信が実現しました。
2 点目は、これら放送・配信の起点となってきた

「国際放送センター（IBC）の進化」です。2021 年東京
大会では有明の東京ビッグサイトに設置されました。
IBC の本格的な運用が始まったのも東京で、1964 年
大会時に渋谷からの「宇宙中継」に使われた拠点が現
在のNHK放送センター東館になっています。
デジタル化、ネット普及は IBC の姿も大きく変え
ました。1992 年バルセロナ大会からの公式映像記録
のデジタル化、2000 年シドニー大会のフルデジタル
システム採用、2008 年北京大会のフルHD制作等が、
放送技術の進化に寄与してきました。ちなみに近年の
大会では、IBCのバックヤードに黒いサーバーのラッ
クが整然と並び、データセンターの様相を呈してきて
います。

オリンピック・パラリンピックと
テクノロジーの進化

パナソニック ホールディングス
株式会社

取締役 副社長執行役員
宮　部　義　幸
（通信・昭和 56 年）
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3 点目は、「競技データのオンライン化」です。ア
スリートの「最速」「最高」を示す計時・計測におい
ては、1/1000 秒レベルの差がメダルの色、競技の歴
史を決めていきます。精密で公平・公正な計時技術で
競技データを一瞬でも早く観衆・世界に伝えること
が、大会を盛り上げ記録の価値を輝かせてきました。
その進化も 1932 年のロス大会が起点になりました。
それ以前、陸上競技ではランナー毎に様々なストップ
ウォッチで多数の審判員が個別計時していましたが、
機器を統一し連動させるシステム化が図られたので
す。1948 年サンモリッツ大会からは連続撮影を用い
た「光電子写真装置」が登場。1960 年スコーバレー
大会では IBMの大型コンピューターで競技結果を電
子処理するシステムが導入され、テレビでも記録がリ
アルタイム表示される時代になっていきました。
水泳競技では、1968 年メキシコシティー大会から
早くもタッチパネルを使った、いわば選手自身による
計時がスタート。近年では、画像合成処理技術を用い、
世界記録のラインを映し出す「バーチャルレコードラ
イン」等が新しい楽しみ方をもたらしています。2021
年東京大会では、モーションセンサーやポジショニン
グシステムで各種競技の瞬間速度やジャンプの高さ
等を即時表示するリアルタイムセンシングに進化し
ました。

以上の例が示す様に、オリンピック・パラリンピッ
クはテクノロジー進化、イノベーションの大きな機会
となってきました。パナソニックは 2021 年東京大会
でプロジェクションマッピングによる開閉会式の空
間トータル演出、全会場でカメラ・センサーによる統
合監視を行う映像セキュリティ、純水素型家庭用燃料
電池による選手村施設のエネルギーマネジメント等
に貢献しました。
IOC の五輪憲章には、“Faster, Higher, Stronger ‒ 
Together”というモットーがあります。アスリート
が前大会より一歩でも速く、高く、新しい記録に挑戦
する姿が示されています。7年ほど前に IOC の CTO
（当時）ガウシア―氏にお会いした際、これに関し印
象深い話を伺いました。「大会を支えるスタッフも毎
回進歩を続け、その積上げで世の中の進化に貢献す
る。4年というのはそのために一番良いサイクル。選
手が根本的な身体の鍛え直し、フォーム改造等に大胆
に挑戦するのと同じ。1年では理由を付けてできない
ことにも果敢に取り組むことができる」というお話で
した。近過ぎず、遠過ぎない 4年というサイクルはい
わば「マジックナンバー 4」です。挑戦するアスリー
ト同様、少し先の高い山である目標を見据え、今後も
イノベーション創出に貢献していきたいと考えてい
ます。

IOC ガウシア―CTO（当時）との対話 パナソニック テクノロジーサポートの取組み
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話　　　題

定年退職に際して

大阪大学
大学院工学研究科

教授
三　瓶　政　一

私は東京工業大学 総合理工学研究科 物理情報工学
専攻修士課程を修了してから 11 年、郵政省 電波研
究所（現 国立研究開発法人 情報通信研究機構）で研
究員として仕事をした後、1993 年 4 月阪大通信工学
科に赴任いたしました。
自身が学生のころは、あまりまじめな学生ではな
かったので、大学の教員になるということは、少な
くとも 30 代半ばまで考えたことはありませんでし
た。そのため、大学で教員として何をどうすればよ
いのかを分からないまま大学教員としてのスタート
を切ることとなりました。また研究室内で 20 人を超
える学生と相対しながら研究指導をしつつ、社会人
に向けての様々な準備を指導するというのに慣れる
までには、結構時間がかかりました。郵政省では、
皆が研究者なので効率的な議論ができますが、大学
の場合、毎年一定数の 4 年生が研究室配属されるの
で、導入教育を行うと共に先端的分野の研究開発を
も行うというタスクへの対処は、試行錯誤の連続で
した。ただ研究室生活の中で、学生と飲みに行ったり、
学会に一緒に参加する中で学生が普段考えているこ
となどを聴く中で、技術者を育てるということはこ
ういうことなのかということを手探りで 30 年積み重
ねてきました。今ではそれが非常に大きな財産となっ
ています。30 年の間での卒業生は 200 名以上となり、
かなりの方が情報通信の分野で重要な役割を担う仕
事をされるに至っており、それを見ると、私も、阪

大において一定の役割は果たせたのかなと思ってお
ります。
40 年に渡る私の研究者生活の中で 30 年を阪大で過
ごさせていただきましたが、改めて、阪大の大学院
工学研究科は、きわめて真面目に教育・研究を行っ
ている機関であると感じました。その中核である研
究科教授会では、多くの場合にはきわめて和やかに、
特に大きな議論もなく淡々と進むことが多いのです
が、一度問題が発生すると、それに対してきっちり
と議論され、再度検討する中で、適切に修正が加え
られて合意に至るという、きわめて民主的な処理が
なされているという、一見普通のことではあります
が、それをきっちりとこなしていることが、私が工
学研究科がきわめて真面目な組織であると感じた理
由です。その意味で、このような組織で教育・研究
を担うことができたことは、非常に幸運であったと
も感じております。
私自身は、携帯電話に関係する無線アクセス技術が
担当分野であったこともあり、携帯電話の世代交代と
グローバル経済の進展が密接に関係しているという
世界の中で無線アクセス技術に関する研究を進める
と共に、総務省の電波行政に係る委員会等の仕事にも
参加するようになりました。特に 5Gに関係する委員
会などに関係してきましたが、現在では 5Gは高校生
でも知っているキーワードとなり、電気系に入ってき
た学生からも 5Gは興味の対象として認識してもらえ
るようになりました。無線通信を高校生でも知ってい
るという事実は、私がこの分野の仕事をして以来初め
てのことでもあり、うれしい限りです。
そのような中での私のもう 1 つの財産は、国際会
議やグローバルベンダの方々との個人的つながりが、
私の物事の捉え方のベースに大きく寄与したという
ことです。海外で生活したことはたった 1 年であり、
あとは出張で海外に行く程度ではありましたが、そ
の中で物事を俯瞰的に見ることができ、また将来ビ
ジョンを持つことの重要性についても理解できるよ
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うになりました。テレワークが多くなった今日にあっ
ても、特に 1 対 1 の対面でどのように有益な情報交
換ができるのかという手法を身につけたことには大
きな自信を持てる状況となりました。
その様な経験をしつつ、3月末日をもって定年とな
ります。何も分からずに大学教育に携わるようになっ

たにもかかわらず、無事大学での仕事を満了できる
ことについては、正直安堵感が殆どです。今後は、
より自由な立場で自身の見識が利用できる仕事につ
いては引き続き継続しますが、仕事以外のことに使
う時間比率を少し多くし、より有意義な人生を歩み
たいなと思っております。

Web名簿システムの運用開始のお知らせ

澪電会では、会員名簿の整備と活動の活性化を目的として、同窓会の名簿管理を専門とする業者に委託して、
Web 上で名簿の閲覧および管理が行える下記のシステムを導入し、令和 2年 12 月より名簿閲覧できるように
なっております。

澪電会Web 名簿システム　　https://wd-system.jp/reidenkai/
このWeb 名簿システムは、会員データベースを専用のデータセンターで監視の下、安全に運用することが
できます。これに伴い、会員ご自身で更新された最新の会員情報を閲覧でき、同窓生へのご連絡などにご活用
頂けます。また、今後、このシステムを用いて、澪電会の諸行事などの迅速なご案内も行う予定です。つきま
しては、会員の皆様には、是非とも登録情報を適宜更新頂きますようお願い致します。
なお、ログイン IDや操作方法に関するご質問などは、名簿システムのトップ画面の「ID・パスワードにつ
いてのお問い合わせ」より手続きお願いします（澪電会事務局でなく、委託先で対応します）。
　　　委託先：小野高速印刷㈱　同窓会支援事業部
　　　　　　　E-mail：info@wd-system.jp 　　TEL：0120-22-5085

Web 名簿システム運用に伴い、クラス委員名簿の迅速な更新が可能となりますので、会報「澪電」第 42 号
よりクラス委員の掲載を取り止めます。最新版の掲載については、Web名簿システムを通じてご案内予定です。
これにより、亡くなられたクラス委員のご遺族の方にご迷惑をかけることを防ぎたいと考えます。
また、Web 名簿システムでは、卒業者・修了者が閲覧可と設定した勤務先をご覧になれます。これに伴い、
毎年掲載しておりました電気系卒業者・修了者就職先リストも第 42 号より掲載を取り止めました。就職され
た卒業者・修了者には、ぜひ配属決定した最新の勤務先情報をご登録下さい。

澪電会Web 名簿システム　　https://wd-system.jp/reidenkai/
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話　　　題

新たな産学連携による社会価値創造
～大阪大学とNECの挑戦～

NEC
グローバルイノベーション戦略部門
マネージングディレクター
菅　原　弘　人
（通信・平成 9年）

私は 2000 年に通信工学専攻博士後期課程を終了後、
1年間の英国留学を経てNECに入社しました。入社
後もしばらくは研究者生活を続けていましたが、ここ
10 年程は専ら企画・戦略・マネジメントの仕事に従
事しています。現所属のグローバルイノベーション戦
略部門は、当社の研究開発、新事業開発、知財戦略の
機能が一体化したグローバルイノベーションユニッ
トの企画機能を担っており、産学連携を含むオープン
イノベーションの戦略策定・実行推進も大きな役割の
一つです。産学連携もその在り方もどんどん変わって
いく中、大阪大学とNECは新たな形態での産学連携
に挑戦しています。
VUCAといわれる時代において、様々な社会課題
の解決手法としてデジタル技術に期待が高まる一方、
社会実装に向けた共創が必要不可欠になっています。
オープンイノベーションの形も年々進化しており、従
来のような 1対 1の関係性から、エコシステム型やビ
ジョンドリブン型の共創が重要になっています。産
学連携も、従来は研究者同士が単一のテーマで連携
する形が中心でした。これはこれで大変重要ではある
のですが、研究成果をより大型化し、社会実装や社会
価値創造に繋げるためには、より戦略的で包括的な連
携が必要になってきます。大阪大学とNECの連携も
その方向で進化してします。その実例として「NEC 
Beyond 5G 協働研究所」と「Handai-NEC Day」をご
紹介します。

NEC Beyond 5G 協働研究所は、Beyond 5G 領域の
産学連携の先駆的な取り組みとして 2021 年 11 月に大
阪大学に設置されました。情報科学研究科の村田教授
が研究所長を務められ、情報科学、制御工学、都市工
学他の先端技術知見を融合し、人間の能力の拡張と人
とロボットが共存する社会システムを実現する技術
の確立を目指しています。具体的には、実世界を確率
的に推定し未来を予測して柔軟に行動する「確率的デ
ジタルツイン」を提唱し、その実現に向けて、確率的
な認識技術やロボット制御、通信制御などの研究開発
を実施中です。また、実験ネットワークの運用による
研究インフラの確保やビジョンの積極的な発信によ
り、産学の共創パートナーを集めて多様な実証実験を
実施し、新たな人材の発掘・育成も行っています。
Handai-NEC Day は、大阪大学とNECとの連携を
深め、社会実装を通して社会価値を創造していくこと
を目的としたイベントで、2022 年 7 月 1 日に銀杏会
館にて開催しました（併せてオンライン配信も実施）。
大阪大学から金田統括理事、尾上理事、村田教授が、
NECから西原 CTO、受川執行役員、山田執行役員が
講演を行うと共に、オンラインワークショップでは、
両者の共同研究成果や大阪大学DX社会研究部門の
紹介、大阪大学の学生に向けたNECの研究開発活動
紹介、阪大OB/OGとの懇談などを実施しました。計
290 名を超える多くの方にご参加をいただき、両者が
目指す社会像やこれまでの連携実績、今後の連携強化
の在り方について活発な討論が行われました。私は、
運営責任者として本イベントを統括しつつ、当日の司
会進行役も務めました。大学を卒業して 20 年強が経
ちますが、このような形で両者の連携強化に関わるこ
とができたこと、大変嬉しく思います。在学中は立ち
入る機会が無かった本部執務室や銀杏会館に入れた
ことも貴重な経験でした。今後も、大阪大学とNEC
の連携を深め、大きな社会価値創造に向けて挑戦を続
けたいと思います。
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話　　　題

2重偏波フェーズドアレイレーダと
「雨雲どこナビ」の公開

はじめに
都賀川水難事故として知られる 2008 年 7月 28 日に

兵庫県神戸市灘区の都賀川で発生した悲劇的な水難事
故をご記憶でしょうか？この事故は、短時間に、局所
的な集中豪雨が発生し、水遊びなどで都賀川や河川敷
にいた 16 人が急激な水位上昇により流され、小学生
2人、保育園児 1人を含む 5人が死亡した事故です。
近年、通称ゲリラ豪雨として知られる、このような突
発的かつ局所的に甚大な被害をもたらす豪雨が、増加
傾向にあります。これは、地球温暖化によって、大気
中に含まれる水蒸気量が増えた結果と考えられてい
ます。また、毎年のように繰り返される線状降水帯に
よる豪雨被害も、このような地球温暖化と共に今後も
増加していくと考えられ、こうした被害を最小限に止
める必要性は年々広く社会に認識されるようになっ
ています。
こうした降雨現象を計測する最も有効な手段は、電
磁波を用いたリモートセンシング技術であり、レーダ
技術として知られています。この手段の利点は、何十
あるいは何百 kmという広範囲な領域に分布している
降雨の構造を瞬時に遠隔計測できるところにありま
す。このため、国土交通省や気象庁等は日本全土を覆
うようにレーダ観測網を整備し、その予測を行い、警
報の発出を行なっています。我々もWeb 等で降雨の
分布状況を知ることができるのは良くご存じと思いま
す。しかし、パラボラアンテナを用いた従来の方法で
は、地上付近の走査のみでは 1分から 5分程度、3次
元立体観測には、5分から 10分以上必要です。これに

大阪大学
大学院工学研究科

教授
牛　尾　知　雄
（電気・平成 5年）

対して、局地的豪雨をもたらす積乱雲は、10分程度で
急速に発達し、竜巻もわずか数分で発生し移動するた
め、これらの大気現象の現況の把握、生成メカニズム
の解明、精度の良い警報発出には限界がありました。
これに対して、東芝、情報通信研究機構、大阪大学
の産官学のグループは、フェーズドアレイ方式とい
う電子的・ソフトウェア的な走査方法を用いること
によって、観測時間を大幅に短縮、30 秒間で降雨の
3次元観測を可能とする、Xバンドフェーズドアレイ
レーダを開発しました。
フェーズドアレイレーダ
Xバンドフェーズドアレイ気象レーダは、前述のよ
うに、東芝、情報通信研究機構、大阪大学の産官学連
携プロジェクトによって開発されました。2012年初夏
に大阪大学吹田キャンパス電気系建屋の屋上に、その
初号機が設置され、その後 2022 年 12月に電磁波の縦
と横の両偏波を用いた 2重偏波フェーズドアレイレー
ダが設置されました。これは、より正確な降水量推定
と降水種別が可能なシステムであり、国交省のXRAIN
システムの後継機という位置付けを強く意識したもの
で、2023年中頃より定常運用を開始する予定となって
います。この 2重偏波フェーズドアレイレーダの設置
時に撮影した外観を図 1に示します。設置には多くの
機材と大掛かりな工事が必要で、電気系駐車場を長期

図 1．大阪大学設置の 2重偏波フェーズドアレイレーダ
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間占有して行われました。ご協力頂きました電気系教
職員の皆様には感謝申し上げたいと思います。
雨雲どこナビ
レーダは設置され運用もされますが、一方でデータ
の公開に関しては、あまり進んでいないのが実情でし
た。当研究室では、当たり前ですが、研究が主なミッ
ションであり、レーダデータの一般への公開はあまり
力を入れていませんでした。考えてみると、こうした
データの公開は、研究としては成立せず、むしろアウ
トリーチに属することでした。このようなことを感じ
ていたとき、レーダデータを公開するクラウドファン
ディングが立ち上げることとなりました。しかし、実
行となると多くの作業を伴います。ここに東大の物理
で学位を取得し、私の研究室にタイミング良く着任し
たばかりの和田助教が加わることとなりました。まさ
か、最初の仕事がクラウドファンディングだとは思い
もしなかったと思います。大変申し訳なかったのです
が、背に腹はかえられず、ご協力願うこととなりまし
た。にも関わらず、ファンディングのWeb 構築や返
礼手続き等、完璧に実行してくれました。多くの方々
のご協力により、750 万円もの寄付が集まり、その結
果整備しましたサイト（https://radar.osaka/）の図
を図 2に示します。こうしたファンディングではコメ
ントと共にご寄付頂くのが通常で、頂いたコメントを
その都度読んでいましたが、全て頭が下がる思いで一
杯になるものばかりでした。こうしたことを思い返し
てみると、クラウドファンディングで何を得たかと言
われると、もちろん目標額の達成やファンディングで
実行するデータの公開等はありますが、何よりむし

ろ、自分自身の人生を研究に捧げる謙虚な思いを新た
にしたことではないかと思います。これはクラウド
ファンディングを開始した当初は考えもしなかった
副産物でした。
最後に頂きましたコメントを幾つか紹介させて頂
きます。「新型レーダーを研究開発していただくこと
は、社会にとってほんとうに大切でかけがえのないこ
とと思っております。研究者の皆様のご努力には感謝
しております。」「阪大卒業生として応援しています。」
「気候変動対策は待った無しです。少しでも貢献して
ください。」「珍しい寄付形式ですね　成功を祈りま
す　励みになれば幸せです　年寄先輩」「どんなデー
タが出てくるのか、楽しみです」「世の中、人のため
に頑張って下さい。」「牛尾先生、和田先生がご出演の
コミュニティラジオを拝聴して寄付を決めました。と
ても素敵なプロジェクトなので、私の地域でも実現し
てほしいくらいです。些少ではございますが、お役立
ていただけますと幸いです。ご成功を心よりお祈り申
し上げます。」「千里中央駅構内のポスターで活動を知
りました。通勤や子供の送迎における急な雷雨にいつ
も頭を悩ませています。高精度な気象レーダーの実活
用を心待ちにしています！」「現在阪大電情の電子工
学コースに所属しているので応援しています。雨で図
書館から撤退するか判定に使えそうなので頑張って
欲しいです。」他多数。
執筆の機会を与えて頂きました関係者各位に感謝
申し上げます。どうもありがとうございました。また
これは、学士會会報に掲載されました原稿に手を加え
たものです。

図 2．雨雲どこナビ（2022 年 5 月 22 日の事例）
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母校のニュース

三瓶政一教授　最終講義

電気電子情報通信工学専攻・情報通信工学部門・
ワイヤレスシステム工学領域・三瓶政一先生は、令
和 5 年 3 月 31 日をもって大阪大学を退職されること
となりました。ご退職にあたり、令和 5 年 2 月 27 日
（月）15 時 00 分より、大阪大学大学院工学研究科小
林啓次郎ホール（旧電気系メモリアルホール）にて、
最終講義が行われました。新型コロナウイルスの影
響が残る中、電気電子情報通信工学専攻長・滝根哲
哉教授、情報通信工学部門長・丸田章博教授をはじ
めとした電気電子情報通信工学専攻の先生方、三瓶
研究室の方々のご尽力により、対面とライブ配信の
ハイブリッド方式にて無事開催されました。会場が
密にならないよう、一部の方々にはオンラインでの
参加をお願いすることとなりましたが、現地にて 91
名、オンラインにて 86 名、計 177 名が聴講されまし
た。情報通信工学部門長・丸田章博教授により三瓶
先生のご略歴が紹介された後、「無線通信と辿った 40
年（2G から B5G の技術と市場の流れと共に）」と題
する講義が始まりました。
講義の冒頭、三瓶先生の電気系の原点となった、小
学校時代のアマチュア無線との出会いのエピソード
を紹介されました。アマチュア無線の本を購入し、読
み始めに載っていた真空管増幅器の説明に疑問があ
り無線の勉強を挫折したが、10 年後の大学の電子回

路の講義でその疑問を解決したそうです。大学入学
後、そもそも人の話を聞いてすぐには納得できない体
質であり、講義にはあまり出席せず独学で勉強するこ
とが多かったそうです。それでは単位をとれても何を
勉強しているか分からず、別の手段で技術を身につけ
る方策として、無線従事者試験、電検 1種、国家公務
員試験の受験に取り組まれ、その結果として、電波研
究所に入所され、無線通信と 40 年辿ることになった
ことを振り返られました。
電波研究所に入所した 1982 年は、デジタル移動体
通信（2G）としての研究がスタートしたばかりであ
り、電電公社が中核となって技術を開発し、競争原理
が働かない状況でした。このような状況で、少人数の
研究者から構成される電波研究所において、トップ
から「先端を攻めろ」という指示の下、「どこが先端
で、どこが末端かもわからない」ところから無線通信
の研究に着手した苦労を回顧されました。当時はアナ
ログ信号処理が中心であったため、波形の振幅にメッ
セージを載せることは非効率であると認識されてお
り、GMSKのような定包絡線変調方式が主流でした。
この主流となっている考え方に同調することなく、先
端技術としてフェージング補償技術に着目し、フェー
ジング変動を把握するために波形にパイロット信号
を埋め込むことで、高精度なトラッキングを実現し、
振幅にメッセージを載せる多値変調の実用化に成功
されました。この実用化を力強く後押ししてくれたの
が、デジタル信号処理（DSP）の導入が進んだ 1980
年代後半の時代的背景であることを回顧されました。
大阪大学に異動されてからは、フェージング補償技
術の適応信号処理を発展させて、セルラシステムにお
ける適応変調技術の開発に取り組まれました。この動
的制御技術により、無線通信は品質が悪いという悪評
を覆し、安定した通信を提供することが可能となりま
した。さらに、指向性アンテナを利用したフェージン
グ変動抑圧技術を開発すると共に、4Gで採用された
OFDMにも適応変調技術を応用され、DSP を駆使し
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て時間－周波数軸上における送信スペクトルの動的
制御技術の開発も推進されました。上記の技術開発に
留まらず、情報通信審議会委員等の有識者という立場
から、5Gや B5G の標準化活動に携わり、国内の無線
通信技術のグローバル化への対応にご尽力されまし
た。知的財産、必須特許、技術開発の関係から、欧米
がこれまでにとってきた戦略を体系立てて解説して
いただいただけではなく、今後の 6Gへの指針として
SDGs の循環経済経済を支えるインフラとしての無線

通信の重要性をいみじくも語られました。
最後に、教職員・学生諸氏、ご家族への感謝の言葉
を述べられ、講義を締められました。長年のご活躍へ
の感謝の意を込め、元事務補佐員種子千夏さんから三
瓶先生へ花束を贈呈し、会場にて参加いただいた聴講
者の方々と記念撮影を行いました。最終講義終了後、
茶話会にて聴講者の皆様とご歓談され、楽しいひとと
きを過ごされました。
 （衣斐 信介（通・平 16 修）記）

澪電会と大阪大学工業会について

澪電会事務局へのお問い合わせ事項で目立ちますのは、「終身会員であるのに会費の請求をしてきた」とい
うことです。これは、大阪大学工業会と澪電会とを混同しておられるためと思われますので、工業会と澪電会
との関係について簡単にご説明いたします。
大阪大学工学部（その前身校を含む）には、学部全体の同窓会「大阪大学工業会」と学科または系の同窓会

（例えば電気系学科であれば「澪電会」）があります。従って、澪電会の会員のうちほとんど全ての方は同時に
大阪大学工業会の会員なのです。すなわち、会員構成の面では澪電会は工業会の下部組織といえます。
ところが、工業会と澪電会とは財政的には全く独立しておりまして、それぞれが独自に会費制度を設けてお
ります。従いまして、工業会会費を既にお支払いになった方、あるいは工業会の終身会員の方からも、澪電会
会費（年会費一律 4,000 円）を頂戴しております。また、澪電会では終身会員制は設けず、毎年会費をお納め
いただいております。
会報や名簿の発行などを含め、澪電会の活動は全て会員各位からの会費に依存しております。澪電会の健全
財政のため、今後とも会費納入につきましてよろしくご協力のほどお願い申し上げます。
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新研究室紹介

令和 3年 12 月 16 日に工学研究科 電気電子情報通信工学専攻 量子情報エレク
トロニクス部門 創製エレクトロニクス材料講座 新奇機能マテリアル領域の教授
に着任いたしました小島一信と申します。京都大学大学院 工学研究科 電子工学
専攻の川上養一先生にご指導いただき、平成 20 年に博士後期課程を修了しまし
た。川上先生は平木昭夫先生の門下生でもあります。その後、同専攻にて助教・
講師などを務め、平成 26 年からは東北大学 多元物質科学研究所にて准教授とし
て、半導体材料の光物性探索やその応用について研究を行って参りました。
本領域は、伊藤利道先生がご担当されていた機能創製基礎プロセス領域の流
れを汲み、名称を新奇機能マテリアル領域へと変更して発足しました。現在は、
市川 助教、花田 事務補佐員、改井 技術補佐員と共に教職員 4名の体制にて研究
室を運営しております。学生については、博士後期課程学生 1名および修士課程
学生 5名が所属しており、4月から新しく学部学生が配属される予定です。私の
専門である半導体の光物性測定や評価技術を中核として、新奇諸現象の探索、並
びに応用・システム化や社会実装まで、一気通貫にて研究する活動を推進してお
ります。以下、現在進めている研究内容の一部をご紹介いたします。

［1］浄水・通信用深紫外 LEDの光物性評価
近年、公衆衛生上の応用などにおいて需要が急増している深紫外LED（AlGaNが発光層材料）の効率制限要因
を評価する機会に恵まれ、顕微分光や電子顕微鏡などを用いて詳細に調査したところ、発光層である量子井戸、な
らびに n型層にて意図しない組成変調が生じていることが見いだされました。その結果、微小LEDが自己組織的
にアンサンブルとして形成されていることも明らかとなりました。古い教科書ではセラミックスに分類されている
AlNやAlGaNが、このような形にて活躍していることはとても興味深いと思います。
［2］深紫外 LEDを用いた背景光の影響を受けにくい高速光無線通信システム応用
半導体の光物性がと言いつつ、突然、話が通信に飛んで恐縮です。第 5世代移動通信システム（5G）の次世代
技術（6G）では、LEDに代表される安価な光源に基づいた光無線通信技術が注目されています。特に深紫外光には、
地表における太陽放射にほぼ含まれていないという特徴があります。このため深紫外波長帯は太陽光の影響を受け
ない、すなわち「ソーラーブラインド（太陽光不敏感）帯」として知られ、日中の屋外においても低雑音環境での
光無線通信が期待できます。都合の良いことに、上述の自己組織化微小LEDは変調特性が良好（おそらく電気容
量が実効的に小さい）なので、直射日光下でもGbps 級の光無線通信システムデモに成功することができました。
本研究はそもそも、旧北山研に勤務されていた吉田悠来さん（実は高校で同じクラス、現NICT所属）と冗談
半分（？）で始めたのがきっかけです。当初はソーラーブラインド性が売りだと考えて始めましたが、実際に実
験してみると想定より一桁ほど速い通信速度が得られることが判明し、前述の光物性評価の結果と突き合わして
考えた結果、現時点では本稿にて記述したような理解に至っております。セレンディピティと言ってよいほどの
成果かはまだわかりませんが、突き詰める研究スタイルでやってきた私にとっては、思い込んでいたフレームが
取り払われ、異分野とつながる可能性を感じた経験となりました。
［3］発光冷却デバイス実現に向けたペロブスカイト半導体の物性評価
半導体の光物性研究は歴史が長いので、だいぶやり尽くされた感もありますが、案外目を引く話題も残ってい
ます。その数少ない現象のひとつに発光冷却現象が挙げられます。発光冷却は、発光効率が 100% に近く、かつ
アンチストークス発光が支配的になると物質が冷える、という現象です。これら二つの条件は共に非常にシビア
なので、なかなか本気にされないことも多いのですが、驚くことに、最近はやりのペロブスカイト半導体の中に、
これらシビアな条件を両立できる（かも）しれない物質が見いだされました。半導体にて発光冷却が実現できる
と、その物質に光を当てると「冷える」わけですから、冷却の概念がひっくり返る（非接触、無振動、冷凍光線！）
という点では非常に面白いと思っています。

電気電子情報通信工学専攻
量子情報エレクトロニクス部門
創製エレクトロニクス材料講座
新奇機能マテリアル領域

教授　小島　一信
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新研究室紹介

2021 年 4 月 1 日付で超高圧電子顕微鏡センター教授に着任しました山﨑 順と
申します。2001 年に高エネルギー電子ビームによる Si 結晶の構造変化の研究で
理学研究科にて学位を取得した後、名古屋大学で助教を務めつつ主に収差補正電
子顕微鏡を用いた計測手法の研究に取り組み、2014 年に准教授として大阪大学
に戻ってまいりました。当センターは日本初の電子顕微鏡を開発された菅田栄治
先生をルーツに持ち、長年にわたり電子顕微鏡技術の基礎・応用研究に取り組ん
できた歴史をもっておりますが、この度西竜治先生から講座を引き継ぐ形となり
ました。古来より百聞は一見に如かずとありますように、最先端の微細デバイス
開発には電子顕微鏡を始めとする計測技術が果たす役割も大きく、作製と計測を
両輪とした発展が大事と考えます。超高圧電子顕微鏡センターでは、電気系の先
生方を始めとして学内外からの装置利用と共同研究を幅広く受け入れており、こ
れからも貢献していく所存です。
電子顕微鏡は単なる拡大鏡のように思われがちですが、物質と電子線の物理的
相互作用の知見に基づく様々な結像モードを駆使することにより、物質構造や電
子状態の実に多様な情報を得ることができる計測装置です。当講座では超高圧電
子顕微鏡や原子分解能電子顕微鏡等を用いた新たな計測手法の開発に取り組ん

でおり、実験装置の構造や機能の幅広い知識に基づく発想が必要となるのはもちろんのこと、電子線の弾性・非
弾性散乱現象の基礎的な理解も必要となります。例えば、超高圧電子顕微鏡は汎用電子顕微鏡では不可能な厚さ
数 µmの試料の観察が可能であり、鉄鋼などの構造材料や半導体デバイスの性能向上に重要な微細構造情報が得
られることから、近年産業界からの使用ニーズが高まっており、また細胞などの生物組織の観察にも重要な実験
手法として活用されています。しかし実はこの厚膜観察能については定量的に解明されておらず、観察用試料加
工のための重要指標となる観察可能な厚さ上限についても経験則的な理解にとどまっています。当講座では、世
界最高エネルギーの超高圧電子顕微鏡と汎用電子顕微鏡を組み合わせた基礎実験と理論計算によって、物質中で
の電子線の複雑な多重散乱過程の解明に取り組み、定量的理解に基づく観察手法の発展を目指しています。また
得られた知見を生かした応用研究として、定量的な三次元観察法、従来よりも 2桁以上短時間での三次元観察法、
組成の違いを高い精度で観察できる結像法、超高速観察技術などの開発研究に取り組んでおり、これらは重要産
業課題である三次元化デバイスの構造観察や各種機能性材料のオペランド計測に非常に有効な手段になるものと
期待されます。
厚膜観察能以外にも電子顕微鏡には様々な性能指標があり、最も一般的なものは原子分解能です。電子顕微鏡
では電磁石による磁場レンズを主に用いますが、可視光用レンズに比べて収差が大きく、分解能の制約となって
きました。これを補うための幾何収差補正装置が 20 年ほど前に開発されましたが、その結像特性の基礎的研究に
当時から取り組み続けており、それを生かした新規な三次元観察法の開発を独自に行っています。さらに次世代
のナノ観察手法として、対物レンズによる結像の代わりに散乱パータンを基に計算機の中で像を再構成する手法
を独自に開発しています。これによって色収差による制約を超えた分解能での原子の観察が可能となり、また電
子ビームの強度だけでなく波動関数の位相情報も計測することが可能となります。この手法を用いることで通常
の電子顕微鏡では観察できないドーパント分布やナノスケール電磁場が観察可能となり、様々な半導体・誘電体・
磁性体デバイスの微細情報が得られると期待でき、情報科学的手法も取り込んだ形での更なる発展を目指してい
ます。
これらの研究活動を軸に、電気系の先生方との共同研究および教育活動を通じて今後の澪電会の発展に貢献で
きるよう努める所存ですので、なにとぞご指導、ご支援を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

電気電子情報通信工学専攻
量子情報エレクトロニクス部門

（協力講座）
電子顕微鏡理論研究分野

教授　山﨑　　順
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新研究室紹介

令和 4年 6月 1日にレーザー科学研究所光量子ビーム科学研究部門、工学研究
科電気電子情報通信工学専攻量子情報エレクトロニクス部門（協力講座）レーザー
サイエンス研究領域の教授に着任いたしました余語覚文と申します。平成 17 年
に京都大学大学院工学研究科原子核工学専攻博士後期課程を修了、同年より日本
原子力研究開発機構関西光科学研究所に勤めた後、平成 25 年より大阪大学レー
ザー科学研究所において准教授として、パワーレーザー開発、レーザー粒子加速
の研究に取り組んでまいりました。現在は、椿本孝治准教授、荻野純平助教の教
員 2名、博士後期課程学生 3名、博士前期課程学生 7名、学部学生 1名と共に、
世界最高の平均出力を発揮するパワーレーザーの実現、およびその応用である、
新しい粒子源、エネルギー源の実現を目指した研究活動を一貫して推進しており
ます。下記に、いくつかの研究テーマについて紹介します。
近年、高いパルスエネルギーを発揮するパワーレーザーによって高密度、高
温、高圧力などの極限状態が実現され、宇宙現象や惑星内部の解明、高圧下で
の新材料創出、高エネルギーのガンマ線やイオンといった量子ビーム発生等に
波及しています。世界最高エネルギーのパワーレーザーを有する米国立点火施
設（NIF）では、核融合で初めてエネルギーの純増（入力レーザーエネルギー

より大きい核融合エネルギーを出力）が確認されました。EUではルーマニアの極限レーザー施設核物理研究所
（ELI-NP）が、ピーク強度（1 パルスのエネルギーをパルス時間幅で割った値）で世界最高となる 10 ペタワッ
トを達成しつつあります。しかしながら、上述 2 施設のレーザー繰り返し数（レーザーを出射できる頻度）は、
NIF で 1 日に 2 － 3 回、ELI-NP で 20 － 30 分に 1 回に過ぎません。
このような世界的状況のなか、レーザー科学研究所では、高いエネルギーと高繰り返し数を両立する「高平均
出力」において世界最高性能を目指しています。高平均出力を可能とするレーザー増幅機構の有力候補は、半導
体レーザー（Laser diode: LD）を励起光源とした固体レーザー（Diode-Pumped Solid-State Laser: DPSSL）です。
固体間熱伝導による独自の冷却手法と、熱伝導率の高い蛍光セラミックス（Yb: YAG）を組み合わせることで、
これまでに平均出力 1 kW（10 J/100 Hz）を達成しており、2024 年には 10 kW（100 J/100 Hz）を実現するシス
テム：SENJU（Super-ENergetic Join Unit）を完成させる予定です。SENJUの開発では、高平均出力を達成する
のみならず、レーザーシステムをモジュール化し、モジュール数の増減によって出力エネルギー性能をオンデマ
ンドに設計できる仕組みや、サイバーフィジカルシステム（現実世界＝フィジカル空間での膨大な観測データな
どの情報をサイバー空間で分析して活用しやすい情報や知識とし、それをフィジカル側にフィードバックするこ
とで、付加価値を創造する仕組み）をパワーレーザーに導入するなど、新しい試みを目指してまいります。最近
では、SENJU の取り組みがNHKサイエンス ZEROにおいて紹介されたほか、ルーマニア大統領の訪日に際し、
先述の ELI-NP と国内企業の 3者による協力協定書交換式を首相官邸で行いました。社会への波及を目指した研
究活動を進めてまいります。
末筆ながら、令和 4年 4月に急逝されたレーザー科学研究所、河仲準二教授のご功績に深謝いたしますと共に、
レーザーサイエンス分野における研究・教育活動を通して、大阪大学、電気系、そして澪電会の益々の発展に貢
献できるよう努めてまいります。会員の皆様には、今後ともご指導、ご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

電気電子情報通信工学専攻
量子情報エレクトロニクス部門

（協力講座）
レーザーサイエンス研究領域

教授　余語　覚文
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教員紹介

電気電子情報通信工学専攻、集積エレクトロニクス講座、集積情報デザイン
領域（廣瀬研究室）に所属しております、兼本大輔（かねもとだいすけ）と申
します。
京都工芸繊維大学を学部卒業後、大阪大学大学院にて谷口研二先生のご指導
の下、2011 年に博士号を取得いたしました。その後、九州大学、山梨大学、ス
タンフォード大学を経て、2019 年から講師・准教授として「センシングシステ
ムにおけるハードウエアとソフトウエア」に関する研究を実施しております。
特に現在は、圧縮センシングに基づくセンシングシステムを対象に、センシ
ング集積回路（ハードウエア）や信号処理（ソフトウエア）の研究を行ってい
ます。圧縮センシングでは信号取得と圧縮を同時に実行できるため、ハードウ
エアの簡素化・省電力化が期待でき、次世代センシングシステムとして注目さ
れています。ただし、「ハードウエアで圧縮した信号を高精度に復元するソフト
ウエアをどのように設計するべきか」や「ソフトウエアの処理負担が抑えられ
るハードウエア的圧縮方法は何なのか」等の疑問が残っています。そこで兼本
はハードウエアとソフトウエアの両面からシステムを考え、圧縮センシングの
特徴を活かした効率の良いセンシングシステム実現に向けた挑戦に取り組んで

います。
センシング対象として、脳波や心電図などの生体信号や、カプセル内視鏡や超音波エコー画像などに興味があ
り、これらの信号を対象としたセンシングシステムの開発を進めています。今後は対象信号の種類も増やすこと
で、来るべき IoT 時代に備え様々な社会的ニーズに応えられるセンシングシステムの開発を行っていきたいと
考えています。
澪電会会員の皆様におかれましては、今後ともご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

電気電子情報通信工学専攻
量子情報エレクトロニクス部門
集積エレクトロニクス講座
集積情報デザイン領域

准教授　兼本　大輔

新型コロナウィルスの感染拡大に伴うイベント開催中止について

新型コロナウィルスの感染拡大に伴い、令和 4年度ならびに令和 5年度に予定していました下記のイベント
を開催中止いたしました。
令和 4年度　電気系卒業祝賀・謝恩会
令和 4年度　情報科学研究科卒業祝賀・謝恩会
令和 5年度　電子情報工学科特別講演会澪電会入会歓迎会
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学生の声

田辺　一葵（電子情報工学科　通信工学コース　卒業　工学賞受賞）
この度は「澪電」への寄稿の機会をくださり、ありがとうございます。私は現在、通信工学コースの知能推論
研究分野（鷲尾研究室）に在籍しており、4月からは博士前期課程に進学いたします。
学部卒業という一つの節目を迎えた今、この 4年間を振り返ってみると、本当に多くの方々に支えられたことで、
無事に卒業できたことを実感します。
入学当初は初めての一人暮らしに不安を感じていましたが、下宿先の学生会館で出会った友人達や寮母さんの
お陰ですぐにその不安を払拭できました。また、同学科の友人達と競いつつ助け合いながら勉強したことで、難
しい講義も置いていかれることなく学ぶ事が出来ました。
二回生に上がる頃、新型コロナウイルスの流行によって今までの生活が一変してしまいました。計画していた
旅行は行けなくなってしまい、大学の行事も全て中止となりました。学生会館での交流も感染対策で極力控えな
くてはいけなくなり、それまでの楽しかった大学生活を不意に取り上げられたような虚脱感に襲われた事を覚え
ています。授業も全てオンライン授業となり、初めは慣れない授業形式に戸惑うばかりだったのですが、質問し
やすいよう工夫を凝らした授業をしてくださったお陰で、対面授業と変わらない理解度で受講できるようになり
ました。
三回生の頃は早期配属生として宮地研究室で一年間、代数学やセキュリティについて勉強しました。この頃か
ら授業も少しずつ対面授業が増え、研究室にも通えるようになってきました。研究室内で早期配属生は私一人だ
けだったため、馴染めるかとても不安でしたが、先輩方が気さくに声を掛けてくださったお陰ですぐに打ち解け
る事ができ、一年間充実して学ぶことが出来ました。その中で機械学習に触れる機会が多々あり、機械学習の研
究に取り組みたい気持ちが強くなってきた旨を教授に相談したところ、セキュリティと機械学習の関連について
詳しく教えてくださり、研究室の変更という選択を応援してくださりました。
四回生からは現在所属している鷲尾研究室に籍を移し、機械学習の研究を始めました。不運にも卒論の提出時
期にコロナで寝込んでしまい、締切に追われる事となりましたが、先輩方や同期、先生方が助けてくださったお
陰で何とか卒論を提出することができました。
不安定な社会情勢に振り回された 4年間でしたが、それでも学問に打ち込めたのは家族や友人、先輩方や先生
方をはじめとした多くの方々の支えがあったからこそだと痛感しております。この場をお借りして感謝申し上げ
ます。来年度からはこの度頂いた工学賞を励みに、一層研究に専念したいと思います。

田渕　祥大（電子情報工学科　電子工学コース　卒業　楠本賞・工学賞受賞）
私は電子工学コースを 2023 年 3 月に卒業し、大阪大学博士前期課程に進学します。卒業研究では、森伸也研究
室に在籍し、大学院でも引き続きお世話になります。
私は、電子情報工学科の制度である早期卒業制度を利用し、3年次に卒業研究行い、3年生で卒業することとな
りました。授業の実験などと研究生活の両立はハードでしたが、家族、指導教員の先生方、研究室の先輩や同期
の皆さんに支えられてやり遂げることができました。
この周りより少し短かった大学生活を振り返るにあたって、やはり触れざるを得ないのは新型コロナウイルス
の影響です。私が入学した 2020 年度はまさに新型コロナウイルスによって、社会が大きく変化し始めた年でした。
1年生の授業はほとんどオンラインとなり、同級生との交流もほとんどなくなってしまいました。思い描いてい
た大学生活とは異なっていましたが、その中でも充実した日々を過ごせたと思っています。
1、2年生の間は興味のあった数学や物理など理論方面の分野について、数学科や物理学科のシラバスをもとに
選んだ教科書を用いて自主的に学びを深めていました。一般教養の講義でも経済学や数理モデリングなど数学や
物理に関係がありそうな講義を受講し、刺激的な時間を過ごすことができました。また、数学への情熱をもとに
履修していた教職課程もよい思い出です。早期卒業の都合で学部卒業の段階で免許取得とはなりませんでしたが、
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実りある経験にあふれていました。「総合演習」という実習の一つで実際に大阪の高校に自習の手伝いに行った際
には、自分の中にある数学や物理の面白さを人に伝えたいという気持ちを再確認できました。
3年生では、研究室配属の傍ら、教職課程で受講した心理学や社会学の講義を足掛かりに、人文学へ興味を追
求しました。もともと 1、2年生のころから数学の歴史を調べる中で関心があった世界史について調べました。数
学史上の出来事の背景で世界史ではどんなことが起きていたかを知ることで、より濃密な知識を得ることができ
たと思います。その後も、同様に様々なものの歴史をパラレルに対応付けることで、哲学、現代思想、社会学、
文学などに親しんできました。その中で出会った科学哲学という分野は、今の自分の研究活動の意義について示
唆を与えてくれました。
今後も、専門分野にとらわれない知的好奇心を忘れずに、研究活動に励んでいきたいと思います。

横山　喜大（電子情報工学科　情報システム工学コース　卒業　工学賞受賞）
私は人間情報工学講座前田研究室に所属しています。2023 年 4 月から博士前期課程への進学が決まりました。
学部での学びは様々な人と経験によって支えられていたと感じます。
私は視覚に障がいがあります。そのため学習や生活面で幾つかの困難を有し、入学当初は学業に不安がありま
した。しかし、講師の先生方は私の質問に対して講義終了後でも丁寧な、そして時に発展的な解説を下さり、各
講義内容の理解を深めることができました。また、資料の見えづらさ等の困難に対しても配慮下さり、配慮の整
備のためにサポートして下さった大学職員の方々を含め、深謝の念に堪えません。
サークルや専門外の講義への参加も学部での学びを支えたものです。私はロボット製作サークルに所属してい
ました。先輩方・同期・後輩と過ごした日々は、学びに満ちており、回路や制御面などの知識の土台を成しました。
教職講義への参加は自身の未熟な点の多くを明らかにする良い経験でした。今思うと、それは私の関心がVRや
画像処理の技術からそれを知覚する人間へ変化したきっかけだったかもしれません。
そうして私は前田研究室に所属し、卒業研究では片眼抑制を伴った斜視患者における融像について研究しまし
た。なぜなら、私自身が斜視を持ち、そうでない人の知覚に関心があったからです。
あなたは世界を立体的に観ることができますでしょうか？多くの場合、2つの眼から得られる情報を 1つの像
として融合させ、その差異から奥行き情報を獲得する両眼立体視、つまり立体的に観ること、が可能です。この
両眼像の融合を融像と言います。
一方、斜視患者は両眼立体視のために必要な融像を不得意とします。斜視とは、視線が注視点に対してずれる
症状であり、両眼視下での複視などの視知覚異常を起こします。これを回避するために一方の眼の情報を無視す
る場合がありますが、この片眼抑制は両眼情報を必要とする融像を阻害します。このような斜視患者における融
像の安定化と安定化された範囲の測定を目的とし卒業研究を行いました。
研究の過程では私の視知覚体験と周囲の人のそれとの違いから既存知識や仮説の段階における理解が難航しま
した。しかし、先生方の熱心なご指導、先輩方や同期との議論等により、研究を遂行することができ、無事卒業
するに至ることができました。
以上のように振り返ると、多くの人と貴重な経験が私の学部 4年間を支えていたと分かります。ご助力下さっ
た皆様にこの場を借りて感謝申し上げます。大学院進学後も、そのような方々に恥じぬよう、学問と研究に一層
精進いたします。
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同窓会だより

安井晴子様は令和 3年 7月 24 日（日）ご逝去され、
ご葬儀は公益社、千里会館で家族葬として執り行われ
た。享年 100 歳であり申し分のないお歳であったが、
若い時代から可愛がってもらっていたものとして残
念でならなかった。
安井様には、大阪大学電気系図書の司書としてご勤
務いただき、定年後は電気系同窓会、澪電会の中心人
物として 90 歳過ぎまで会を実質的に取り仕切ってい
ただいていた。
自分の実験室が手狭であったことから毎日のよう
に図書室でお世話になり、色々なお話を聞かせてい
ただいた。若い時代からたくさんの先生方の論文の
タイプ打ちもなされ、それだけでなく外国出張など
で航空機のお世話になられる大先生方を、車が余り
多くない時代であったので、ご自分の車で空港まで
お送りしたと仰っていた。澪電会を含めて沢山の先
輩の先生方をよくご存知であり、何か講演などをお
願いする時は、どなたが適役なのかについてご意見

安井晴子様のご逝去を悼む

大阪大学名誉教授　　吉　野　勝　美
（電気・昭和 39 年）

いただき、時には安井様が自らご依頼の電話をされ
たこともあった。
一方では、関西電力を中心とする紫翠会の 900 回を
超える会合の中心人物として、特に年末などの講演な
どの人選もお願いしていた。
筆者は令和 3年の後半、心筋梗塞にかかり、心臓バ
イパス手術を受けたため、安井様とは甥御さんを通じ
て情報を交換していたが、ご逝去の時には連絡が取れ
ずじまいになって残念至極であった。
図書室で昼の休憩時間などに昔の話をいろいろ聞
かせていただいたが、20 歳くらいのときフィアンセ
が戦死してしまって、その相手のアメリカがどんな国
か知るために戦後何度か米国を訪問されていた。その
何回目かのアメリカ訪問の時だったのではないかと
思うが、途中、当時ベルリンに滞在していた小生を訪
問されて、ベルリンの図書館をご案内したこと、ベル
リンで懐かしいお土産を戴いたことを覚えている。そ
の時私のいたベルリンのシュミット博士とお会いに
なり、その後ご本人が日本に時々来られると美味しい
コーヒーをごちそうされたと云っておられた。その時
の写真やかわいがっておられた白い子犬の写真を机
の上に飾っておられた。
安井様は水泳の達人であり、ある程度年齢がいかれ
てから、「吉野さん、一寸泳ぎにくくなってきたので
片手バタフライに変えて泳いでいますよ」と仰ってい
た。そんな千里中央の水泳からの帰り道、転ばれて足
の付け根を骨折されて不自由になられたが、それでも
その後甥御さんに自宅から送り迎えしてもらいなが
ら大学の澪電会のお部屋まで来られていた。
安井様のことを思い出すと限りなく話があるが、天
寿を全うされたし、天国ではご両親をはじめ、フィア
ンセさん、多くの先輩、先生方、たくさんの親切に
された外国の方々などと楽しく語り合われていると
思っている。重ねて安井晴子様の安らかなお眠りを
祈っているところである。
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澪電会だより －本部・支部活動報告－

令和4年度  澪電会  総会・講演会

令和 4年 6 月 3 日（金）天満研修センターにて、令
和 4 年度澪電会総会・講演会が開催されました。新
型コロナ感染症対策として、今年度も対面と Cisco 
WebexTMのハイブリッド形式での開催となりまし
た。対面 18 名、オンライン 63 名の参加を得て開催さ
れました。
午後 5 時から令和 4 年度澪電会総会が行われまし
た。渡辺尚幹事（通信・昭 57）の司会のもと、はじめに、
山田隆持前会長（通信・昭 46）から挨拶が行われま
した。続いて、兼本大輔総務幹事補佐（電子・平 18修）
から令和 3 年度事業報告が、片山竜二前会計幹事（教
員）から令和 3年度会計報告がそれぞれ行われ、承認
されました。次に、山田隆持前会長から北山研一会長
（通信・昭 49）が選出され、承認されました。その後、
新任および再任の澪電会役員がそれぞれ指名され、承
認されました。続いて、牛尾知雄総務幹事（電気・平 5）
から令和 4年度事業計画案が、下條真司会計幹事（教
員）から令和 4年度予算案の説明がそれぞれ行われ、
拍手を持って承認されました。
総会に続き、令和 4年度澪電会講演会が牛尾知雄総
務幹事の司会で開催されました。講演ではパナソニッ
ク ホールディングス株式会社、取締役 副社長執行役
員 宮部義幸様（通信・昭 56）により「オリンピック・
パラリンピックとテクノロジーの進化」と題する講演
が行われました。宮部様はオリンピック・パラリン

ピック運営をサポートするパナソニックホールディ
ングス株式会社にて、大会のサポートを通じて技術進
歩へ寄与されてきました。本講演では、「オリンピッ
ク・パラリンピックはテクノロジーの進化を支え、イ
ノベーションの大きな機会となってきた。今後も少し
先の高い山である目標を見据え、イノベーションの創
出に貢献したい」と講演されました。講演終了後、中
国食府 双龍居 天満駅前店に移動し、懇親会を行いま
した。挨拶ならびに祝電披露の後、歓談のひと時を持
ちました。最後に一本締めを行い、盛会裡に散会しま
した。
 （兼本 大輔（子・平 18 修）記）

令和 4年度  第一回定期講演会講演会報告

令和 5年 2 月 21 日（火）Cisco Webex オンライン
にて、第一回定期講演会が開催されました。本講演会
は、若い方々から、働き盛りの世代、さらにはシニア
にわたる全世代へのリーチアウトを掲げて、北山研一
会長（通信・昭 49）を筆頭に澪電会役員で企画した
新たな事業となります。
記念すべき第一回は、名古屋工業大学の平田晃正教
授（通信・平 8）を講師にお招きして、「AI による新
型コロナウィルス感染者・死者数のシミュレーション 
～何を予測し、何に利用されたのか？～」と題する講
演が行われました。内閣官房 COVID-19 AI・シミュ
レーションプロジェクトでの機械学習を用いた感染
予測の取り組みを始めとして、ワクチン接種による感
染予防効果を予測に組み込んだ効果や各波の収束し
た理由、緊急事態宣言の効果等を様々なデータから解
説されました。オンライン開催とあって全国各地から
計 96 名の会員にご参加いただき、盛会となりました。
今後、文化・芸能、科学、医学、時事問題等々、時々
の旬な話題を取り上げた講演会を定期的にオンライ
ンで開催していきたいと存じます。会員の皆様におか
れましては、ぜひ第二回定期講演会にご参加いただき
ますようお願い申し上げます。
 （三科　健（通信・平 17）記）
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令和 4年度  澪電会東京支部総会報告

新緑が色づき始めた 4月 22 日、2022 年の澪電会東
京支部総会が開催されました。新型コロナウイルスの
発生から 2年が経過し、ウィズコロナの生活様式が模
索されていた時期ではありますが、澪電会員が所属す
る会社の多くで大人数での会食が禁止されていたと
ころも多く、昨年度と同じくオンライン形式での開催
となりました。巷ではオンラインでの同窓会は難しい
との声も聴かれますが、さすがは澪電会員、オンライ
ン会議のリテラシーの高さを示していただき、秩序を
保ちつつも大いに盛り上がった総会となりました。
18時から始まった第一部の講演会では、大阪大学名
誉教授の長谷川晃先生をお招きし、「生産性の量子的飛
躍により日本を再び豊かな国にする為に」と題してご講
演をいただきました。長谷川先生は、ご専門である物理
学や通信工学に留まらず、社会学、歴史、経済、文化な
ど多様なテーマで著書を執筆されるなど、幅広い分野で
活躍されています。今回のお話も、失われた20年での
日本経済・日本企業の停滞と、その間に大きく成長した
GAFA等北米サービス産業の躍進の構造を鋭く紐解いた
内容でした。多くの示唆に富むとともに、現役世代の私
たちに対する熱い激励が込められたお話でした。
引き続き 19 時より懇親会が始まりました。まず奥
村啓之東京支部長から長谷川先生および来賓の方々、
出席者へのお礼と開会の挨拶があり、続いて澪電会
副会長の北山研一先生よりご挨拶をいただきました。
北山先生は、高杉晋作の「おもしろき こともなき世
を おもしろく すみなすものは 心なりけり」を引用さ
れ、コロナ禍が続く中での激励のお言葉をいただきま
した。その後、長年にわたって大阪大学工業会東京支
部長を務められている池田博昌先生より、電気系が最
大勢力となっている工業会の活動のお話に続き、「乾
杯」のご発声をいただきました。
その後、工学研究科の牛尾知雄先生より、阪大や澪
電会の近況をご報告いただきました。大阪大学の歴史や
西尾総長のご活躍に加えて、昨年度オープンした箕面
新キャンパスが動画入りで紹介されました。良いもの
を継承していく伝統と、グローバル時代に向けた変革
の双方が感じられたお話でした。その後、参加者はオ
ンライン会場に用意された、いくつもの小部屋（ブレー
クアウトルーム）に分かれて集まり、1時間ほどの歓談
時間を過ごしました。学部や学年、会社ごとの部屋を

活用し、それぞれ懇親を深められる様子が伺えました。
最後に今回幹事を務めたNECの菅原・三菱電機の
斧原より挨拶をさせていただき、次回幹事のNHK根
本さんより来年の開催に向けた力強い言葉とともに、
富士通福山さんの掛け声による万歳三唱で会の締め
が行われました。参加者全員での万歳三唱は、リモー
トでありながらも一体感を感じることができました。
この様子は澪電会のホームページでも公開していま
すので、ぜひご覧いただければと思います。
今回の総会には計 95 名の方々に参加していただき
ました。会の途中に少しだけ参加という方もおられま
したが、遠くからご参加いただいた方々も含め、これ
がオンライン開催の一つのメリットかと思います。今
後、総会をどのような形で開催するかは、新型コロナ
ウイルスの感染状況やその時の社会情勢などを鑑みな
がらの判断になると思いますが、どのような形であれ、
同窓生どうしがつながりを保つとともに、また新たな
つながりも生まれる場にしていきたいと思います。
 （東京支部幹事（NEC、三菱電機）一同）

令和 4年度  澪電会北陸支部総会報告

澪電会北陸支部では一昨年度および昨年度に引き続
き、今年度もコロナ禍の影響により、総会、見学会とも
に開催を見送りました。3年連続での見送りとなり、支
部会員の皆さまには大変申し訳なく思う次第です。他の
支部ではオンライン開催など、コロナ禍の中でも感染
対策を行いながら交流を継続している状況であります。
3月にマスク着用の取扱いが緩和され、5月には 5
類感染症への移行の見通しであります。北陸支部でも
感染状況をみながら、オンライン開催なども選択肢の
一つとして、来年度は総会等が開催できる環境が整
い、会員の皆さまと懇親が深められることを、心より
お祈り申し上げます。
 （川口 直樹（電気・平 9）記）

令和 4年度  澪電会東海支部総会報告

澪電会東海支部は、令和 5年 2月 21 日（火）、支部
総会をオンラインで開催しました。平田晃正東海支部
長（通信・平成 08）をはじめ、昭和 51 年卒から平成
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25 年卒までの 12 名の参加となりました。
平田支部長による開会の御挨拶の後、議事に入り、
松井代表幹事より活動報告および計画、予算案が示さ
れ、承認されました。議事終了後、ご参加頂いた皆様
から近況を少しずつお話し頂きました。ようやくコロ
ナ禍の終わりが見えつつある中で、次年度はぜひ対面
にて支部総会を開催できればと、皆で考えを寄せ合い
ました。
 （松井 龍之介（電子・平 11）記）

令和 4年度  澪電会中国支部総会報告

澪電会中国支部では、新型コロナウィルス感染症の
国内感染状況を鑑み見学会については中止と致しまし
たが、中国支部総会についてはWEB会議を組み合わ
せたハイブリッド形式とし、令和 4年 11月 5日（土）
に小町クラブにて3年ぶりに集合開催で実施しました。
本部からは北山会長、牛尾幹事をご来賓として
WEB 会議にてお迎えし、中国支部からは高見佳宏
中国支部長（電 S59）をはじめとして総勢 11 名（内
WEB参加 2名）の方にご出席していただき、合計 13
名での開催となりました。
支部総会では北山会長よりご挨拶をいただくととも
に、牛尾幹事より母校の近況についてご紹介いただき
ました。中国支部では初めてのハイブリッド形式での
開催であり、本部および中国支部会員の皆様にはご面
倒をお掛けしましたが、ご協力のお陰で滞りなく実施
できました。この場を借りて厚く御礼申し上げます。
新型コロナウィルスが 5月には 5類へ移行し、様々
な活動が活発になっていくものと思います。今年こそ

は憂いなく支部総会および見学会を集合開催で実施
したいと考えております。
 （栗栖 庸輔（エ・平 23）記）

令和 4年度  澪電会四国支部総会報告

澪電会四国支部では、新型コロナウイルス感染防
止対策を徹底したうえで、2022 年 11 月 12 日（土）に、
施設見学、総会および懇親会を高知市で開催しまし
た。昨年 11 月に続いて、2年連続での開催でした。
当日は、本部より尾﨑雅則副会長、兼本大輔幹事を
ご来賓としてお迎えし、四国支部からは綿森道夫支部
長をはじめ 14 名の参加者を得ることができました。
まず、2023 年度前期連続テレビ小説のモデルであ
る、牧野富太郎博士ゆかりの高知県立牧野植物園の施
設見学を行いました。正門から本館入口までの間、土
佐の植物生態園と称した高知県の豊かな自然を再現
した植物に迎えられました。広大な園内では、五台山
の自然に調和した高知平野や四国山地の眺望を楽し
みながら四季折々の植物に出会うことができました。
展示館には、「牧野富太郎の生涯」などの常設展示が
あり、牧野博士の植物に向き合う姿勢や探求心など研
究への取り組みを知ることができ、大変参考になった
という声を頂きました。
総会では、細井の司会で綿森支部長の挨拶から始
まり、尾﨑副会長からご挨拶を頂きました。綿森支
部長からは、参加頂いたご来賓や支部会員へのお礼
やこれまでの支部活動の振り返り、今後の支部活動
への期待などについて挨拶。尾﨑副会長からは、澪
電会本部および各支部の活動近況、母校をサポート
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する体制づくりのお願いや支部への激励のお言葉を
頂戴いたしました。兼本幹事からは、母校の学科・
研究室の組織の状況等について分かりやすくお話い
ただき、支部会員の方々からは、母校の近況などを
知ることができたと好評であり、非常に有意義な場
となりました。
引き続き議案審議に移り、細井より 2021 年度の決

算、2022 年度の活動計画や予算および支部長や幹事
交代の議案を提案し、全会一致で承認され、総会は無
事終了いたしました。
総会の後、懇親会に移り、北條昌秀新支部長の就任
挨拶および乾杯の音頭により、懇談に入りました。頃
合いを見計らい、参加者による自己紹介と近況報告を
行いました。皆さんお話好きの方ばかりで、例年に
もれず全員が話し終わるころには、終了予定時刻とな
り、お開きとなりました。
ご多忙の中、ご出席いただきました皆様方に、心よ
り御礼申し上げます。
 （細井宏昭（エ・平 17 修）記）

令和 4年度  澪電会九州支部総会報告

澪電会九州支部では、見学会、支部総会および懇親
会を 12 月 3 日（土）に開催し、11 名が出席しました。

昨年度まで Zoom を用いてのオンライン開催でした
が、今回は対面で開催することができ開催地を福岡県
北九州市としました。見学会では 5月に運用を開始し
た九州工業大学戸畑キャンパス GYMLABO（ジムラ
ボ）を見学しました。長期間にわたり休眠していた旧
体育館に大胆なリノベーションを施し、産学官の交わ
りの形成拠点としてオープンした施設です。また、同
キャンパス近くにある旧安川邸にも訪れました。工業
都市北九州市の基礎を築いた企業家である安川敬一
郎氏の邸宅で、市により再整備され一般公開されてい
ます。
支部総会は GYMLABOにて執り行いました。三谷
康範支部長からの挨拶のあと、議事として支部事業な
らびに会計報告を行い、原案どおり承認されました。
その後、副会長の尾﨑雅則先生からご挨拶を賜りまし
た。続いて総務幹事の牛尾知雄先生からは本部の近況
についてご報告いただきました。その後、場所を一椿
小倉店に移して懇親会を行い、久々の対面でオンライ
ンでは決して味わえない澪電会のつながりを改めて
感じる貴重な時間となりました。
ご多忙の中、ご出席くださいました皆様方に感謝申
し上げます。今後とも会員皆様のご参加とご協力を切
にお願い申し上げます。とくに若手の会員のみなさま
のご参加をお待ちしております。
 （渡邊 政幸（電気・平 13）記）
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会員の方々のご活躍

受賞（学会賞・学会フェロー称号等）

今西正幸先生、吉村政志先生、森勇介先生
第19回応用物理学会春季学術講演会Poster Award
兒玉了祐先生、尾崎典雅先生 
第 46 回レーザー学会業績賞　論文賞［オリジナル
部門］
森勇介先生、吉村政志先生
第 46 回レーザー学会業績賞　進歩賞
森勇介先生、今西正幸先生
第 28 回半導体・オブ・ザ・イヤー 2022「半導体用
電子材料部門」
吉村政志先生、森勇介先生 
令和 4年度全国発明表彰「未来創造発明奨励賞」
西尾章治郎先生
令和 4年度全国発明表彰「未来創造発明貢献賞」
今西正幸先生
第 35 回先端技術大賞「特別賞」
宮地充子先生
情報処理学会コンピュータセキュリティ研究会
CSEC優秀研究賞
三谷康範先生
九州工業大学長

五十嵐浩司先生
第 67 回前島密賞
中井貞雄先生、加藤義章先生、井澤靖和先生、
阪部周二先生
レーザー学会名誉会員 2022 年 6 月
阪部周二先生
日本工学会フェロー
滝根哲哉先生
第12回日本オペレーションズ・リサーチ学会論文賞
宮地充子先生
電子情報通信学会基礎・境界ソサイエティ功労賞
兼本大輔先生
電子情報通信学会基礎・境界ソサイエティ貢献賞
廣瀬哲也先生
電子情報通信学会エレクトロニクスソサイエティ
招待論文賞
五十嵐浩司先生
令和 4年度大阪大学賞（教育貢献部門）
猿渡俊介先生
令和 4年度大阪大学賞（教育貢献部門）
松下康之先生
第 40 回大阪科学賞

澪電会会費納入のお願い

陽春の候、会員各位には益々ご活躍のこととお慶び申し上げます。日頃より本会の活動にご理解とご支援を
いただき有難うございます。
さて、澪電会のすべての活動は会員の皆様からの会費によって賄われておりますが、近年の社会情勢におい
て本会の財政は非常に厳しい状況にあります。本会の活動を継続し、より活発にするために、なにとぞ令和
5年度会費（4,000 円）の早期納入（できれば 6月末日までに）にご協力いただきますようお願いいたします。
特に新しい会員の皆様の納入率が低くなっておりますので、卒業して間もない方々も是非ご協力のほどよろし
くお願いいたします。また、住所等の会員情報の変更がございましたら、Web 名簿システムより速やかに情報
更新をお願いします。
会費の納入方法といたしましては、従来の「銀行口座からの自動振込（ゆうちょ銀行含む）」、「コンビニエ
ンスストアでの支払い（振込用紙の宛先が委託業者 小野高速印刷㈱の「同窓会係」となっております）」に加
え、令和 2年からはWeb 同窓会システムからの「クレジットカードによる支払い」にも対応いたしましたので、
ぜひご利用下さい（詳細は澪電会ホームページの「会費納入方法」をご覧下さい）。また、Web 同窓会システ
ムからは会費納入状況を確認できます。自動振込の銀行口座を変更ご希望の場合は、澪電会事務局までご一報
くだされば、折り返し口座変更手続きに必要な預金口座振替依頼書をご送付いたします。
なお、大学学部卒業時から 53 年を経過した会員（令和 5年度会費の場合、学部卒業が昭和 45 年以前の会員）
の会費は免除になっておりますので、納入の必要はございません。また、未納の過年度会費はご請求申し上げ
ないことになっております。皆様のご協力をお願いいたします。
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教室情報

令和5年度電気電子情報通信工学専攻役割分担
大学院専攻
電気電子情報通信工学専攻長 高井　重昌　教授
電気工学部門長 蔵満　康浩　教授
情報通信工学部門長 滝根　哲哉　教授
量子情報エレクトロニクス部門長 廣瀬　哲也　教授
電気工学コース長 上田　良夫　教授
情報通信工学コース長 丸田　章博　教授
量子情報エレクトロニクスコース長 近藤　正彦　教授
イノベーションデザインコース長 森　　勇介　教授
グローバルサイエンス & テクノロジーコース長 丸田　章博　教授

電子情報工学科
電子情報工学科長 渡辺　　尚　教授
電気電子工学科目長 森　　伸也　教授
電気工学コース長 舟木　　剛　教授
量子情報エレクトロニクスコース長 森　　伸也　教授
情報通信工学科目長 松下　康之　教授
通信工学コース長 丸田　章博　教授
情報システム工学コース長 松下　康之　教授

就職担当
電気系就職担当代表窓口 小島　一信　教授
電気電子情報通信工学専攻
電気工学コース 児玉　了祐　教授
情報通信工学コース 井上　　恭　教授
量子情報エレクトロニクスコース 小島　一信　教授
電子情報工学科
電気工学コース 兒玉　了祐　教授
通信工学コース 井上　　恭　教授
量子情報エレクトロニクスコース 小島　一信　教授
情報システム工学コース 三浦　典之　教授

電気系人事（令和 4年 4月 2日～令和 5年 4月 1日）
木山　治樹 助　教 令和 4年 4月 30 日 退　職
 （九州大学へ）
河仲　準二 教　授 令和 4年 4月 逝　去
荻野　純平 助　教 令和 4年 5月 1日 着　任
余語　覚文 教　授 令和 4年 6月 1日 昇　任
椿本　孝治 准教授 令和 4年 6月 1日 昇　任
兼本　大輔 准教授 令和 4年 6月 16 日 昇　任
藤田　高史 准教授 令和 4年 10 月 1 日 昇　任
田中　雄一 教　授 令和 4年 10 月 1 日 着　任
丸山美帆子 教　授 令和 4年 10 月 1 日 着　任
沈　　　迅 助　教 令和 4年 12 月 1 日 着　任
木村　達明 講　師 令和 5年 3月 31 日 退　職
 （同志社大学へ）
藤井　彰彦 准教授 令和 5年 3月 31 日 退　職
 （大阪工業大学へ）
久保　　理 准教授 令和 5年 3月 31 日 退　職
 （岐阜大学へ）
三瓶　政一 教　授 令和 5年 3月 31 日 退　職
下條　真司 教　授 令和 5年 3月 31 日 退　職
井上　文彰 准教授 令和 5年 4月 1日 昇　任
東　　広志 准教授 令和 5年 4月 1日 着　任
田中勇太朗 助　教 令和 5年 4月 1日 着　任
山本　賢太 助　教 令和 5年 4月 1日 着　任
村田　忠彦 教　授 令和 5年 4月 1日 着　任
伊達　　進 教　授 令和 5年 4月 1日 昇　任
櫻井　保志 教　授 令和 5年 4月 1日 着 任＊

松原　靖子 准教授 令和 5年 4月 1日 着 任＊

川畑　光希 助　教 令和 5年 4月 1日 着 任＊

 （＊新たに電気系協力講座として加入）
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澪電会　賛助会員（サポート企業）募集について

陽春の候、会員の皆様方には益々のご活躍のこととお慶び申し上げます。平素は本会の活動にご理解とご支援
を賜りまして、厚くお礼を申し上げます。
さて、澪電会は会員の親睦を図り、学術の発展および科学技術に関する知識の啓発に寄与することを目的とし、
適宜必要な事業活動を行ってきております。澪電会は明治 45 年から大正 2年頃に結成されて（第 1回会報　山
口次郎「澪電会小史」より）以来、今や約 1万名の会員を擁する大きな組織となり、会報発行、卒業祝賀謝恩会、
見学会、新入生歓迎会、講演会そして支部活動と活発に活動しております。しかし、残念ながら運営の基盤とな
る会費納入不振のため、財政が極めて厳しい状況になっております。このような状況のもと、澪電会では、会の
趣旨に賛同し、その運営を援助することを目的とする賛助会員（会費年額 50,000 円／一口以上）を企業の方を対
象に募集しています。なお、下記の特典に記した通り、ご賛同の企業さまには、賛助会員企業（サポート企業）
であることを澪電会会員に活動を通じて周知いたします（本会から発信する会報等には、サポート企業名とURL
等を掲載）。
大変恐縮ではございますが、どうぞこの主旨をご賢察の上、澪電会にご関係いただく企業の皆様におかれまし
ては、この機会に是非とも澪電会賛助会員にご加入頂けますよう、ご検討の程、よろしくお願い申し上げます。

【会費】　一口 50,000 円／一口以上
※一年間は 4月から翌年 3月です。
ご入会年は無料で下記の特典が受けられます。
【賛助会員企業の特典】
（1）　会員名簿（Web 名簿システム）における賛助会員としての企業名の記載
（2）　祝賀謝恩会等澪電会主催事業会場にて企業名を掲示
（3）　会報澪電における広告掲載（年 1回の発行。会員である年の翌年 4月発行の会報に掲載。）
ご賛同していただける場合には、下記の澪電会事務局までお知らせください。

reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp

申込用紙を電子メールにてご送付させていただきます。

現在、以下に示します企業の皆様から、ご支援をいただいています。

JFEスチール株式会社　　　https://www.jfe-steel.co.jp/

株式会社ダイヘン　　　　https://www.daihen.co.jp/

日本製鉄株式会社　　　https://www.nipponsteel.com/

KDDI 株式会社　　　https://www.kddi.com/

東京エレクトロン株式会社　　　https://www.tel.co.jp/
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澪電会役員

阪大・工・電電情・気：大阪大学　大学院工学研究科　電気電子情報工学専攻　電気工学部門
阪大・工・電電情・通： 〃 〃 〃 情報通信工学部門
阪大・工・電電情・子： 〃 〃 〃 量子情報エレクトロニクス部門
阪大・情報科学研究科： 〃 大学院情報科学研究科
阪大・レーザー　　　： 〃 レーザー科学研究所
阪大・サイバー　　　： 〃 サイバーメディアセンター
阪大・データ　　　　： 〃 データビリティフロンティア機構

情報提供のお願い
会員の受賞の情報、同窓会の開催記事などがございましたら、併せて事務局（reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp）
までお知らせください。出来る限り、本会誌に掲載させていただきます。

会　長
北山　研一（通 49） 大阪大学名誉教授

副会長
斧原　聖史（通 平 12） 三菱電機㈱
三谷　康範（気 56） 九州工業大学
高見　佳宏（気 59） 中国計器工業㈱
仁木　秀明（気 51） 福井大学
北條　昌秀（気博 平 11） 徳島大学
平田　晃正（通 平 8） 名古屋工業大学
尾﨑　雅則（気 58） 阪大・工・電電情・子

幹　事
渡辺　　尚（通 57） 阪大・情報科学研究科
森　　伸也（子 61） 阪大・工・電電情・子
森山　隆志（子 61） ㈱日立ソリューションズ・
 テクノロジー
古川　　誠（通 63） ㈱ドコモ CS関西
西口　芳明（気 平元） 三菱電機㈱
武仲　正彦（気 平 2） ㈱富士通研究所
鶴田　義範（気 平 3） ㈱ダイヘン
清武祥二郎（通 平 4） 住友電気工業㈱

渡辺　健司（子 平 4） シャープ㈱
牛尾　知雄（気 平 5） 阪大・工・電電情・気
八川　剛志（情 平 5） 住友電気工業㈱
永田　峰久（情 平 6） パナソニック
 オートモーティブシステムズ㈱
牛尾　　剛（通 平 9） 関西電力送配㈱
菅原　弘人（通 平 9） 日本電気㈱
戸田　太郎（情 平 11） 西日本旅客鉄道㈱
藤本　圭一（子 平 12） 関西電力送配電㈱
渡邊　和洋（気 平 13） 阪急電鉄㈱
浪岡　保男（情博 平 14） ㈱東芝
岩佐　陽介（気 平 15） 西日本電信電話㈱
梅田　英和（気 平 17） パナソニック㈱
三科　　健（通 平 17） 阪大・工・電電情・通
兼本　大輔（子修 平 18） 阪大・工・電電情・子
片山　竜二（教員） 阪大・工・電電情・子
下條　真司（教員） 阪大・サイバー
春本　　要（教員） 阪大・データ
尾崎　典雅（教員） 阪大・工・電電情・気

監　査
丸田　章博（通 63） 阪大・工・電電情・通
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澪電会　会則

会　則

第 1条 本会は澪電会と称する。
第 2条 本会は事務局を大阪大学大学院工学研究科電気系
内に置く。

第 3条 本会は会員の親睦を図り、学術の発展および科学
技術に関する知識の啓発に寄与することを目的とし、
そのため適宜必要な事業を行う。

第 4条 本会の会員はつぎのとおりとする。
（1）正会員
イ．大阪大学工学部、工学研究科および情報科学研
究科ならびにその前身である学校の電気系卒業生。
ロ．大阪大学工学部および工学研究科の電気系現教
員。
ハ．大阪大学工学部電気系教官および教員の主査の
もとで学位を得た者で、本会に入会を希望する者。
ニ．特に本会に縁故があり、役員会の承認を得た者。

（2）特別会員
正会員以外で大阪大学工学部電気系の教授、助教授、
准教授および講師であった者ならびに特にこの会に
縁故のある者。

（3）学生会員
大阪大学工学部、工学研究科および情報科学研究科
の電気系学生。

（4）賛助会員
本会の活動を援助する法人または個人。

第 5条 本会に次の役員、監査、委員を置く。
会長 1名
副会長、幹事、監査、クラス委員

第 6条 会長は総会の議を経て選出する。副会長、幹事、
監査については会長が指名し、総会で承認を得る。ク
ラス委員については別表に従って卒業・修了年別に選
出する。

第 7条 会長は本会の会務を総括し、本会を代表する。副
会長は会長を補佐する。

第 8条 会長、副会長、幹事は役員会を組織し、会務を処
理する。監査は事業年度末に会計監査を行う。クラス
委員はクラスを代表し、本会に関する重要事項の相談
にあずかる。

第 9条 役員会の推薦により、本会に顧問を置くことがで
きる。

第 10 条 第 1 項　役員の任期は 2年、監査は 1年とする。
ただし重任はさまたげない。

第 2項　役員が任期途中で交代する場合は会長の
承認を得て前任者の残任期を引き継ぎ、
直近の総会でその旨を報告する。

第 11 条 定例総会は年 1回開催する。臨時総会は必要に応
じて開催する。定例総会では事業報告、会計報告およ
び役員改選その他の議事を行う。

第 12 条 本会の事業年度、会計年度は毎年6月1日に始まり、
翌年 5月 31 日に終る。

第 13 条 正会員は別に定めた規定により、会費を毎年 7月
末日までに納入しなければならない。

第 14 条 本会は必要に応じて支部を置くことができる。
第 15 条 本会則の変更は総会の議決を経て行う。

細　則

・会費は年額 4,000 円とする。（平成 7年度より実施）
・大学学部卒業時から 53 年を経過した会員は、会費の納入
を要しない。
・企業所属の会長の任期は、副会長と会長の期間を含めて
2年とする。

 別表
クラス委員選出単位

卒業年 学　　　　　部

平成11年以前 電気工学科、通信工学科、電子工学科、情報シ
ステム工学科の各学科卒業生から1委員／年

平成12年
～平成21年

電子情報エネルギー工学科電気工学科目、通信
工学科目、電子工学科目、情報システム工学科
目の各学科目卒業生から1委員／年

平成22年
～令和2年

電子情報工学科システム・制御・電力コース、
先進電磁エネルギーコース、量子電子デバイ
スコースの各コース卒業生から 1 委員／年、
及び、情報通信工学コース・通信工学クラス、
情報通信工学コース・情報システム工学クラ
スの各クラス卒業生から 1委員／年

令和3年以降
電子情報工学科電気工学コース、電子工学コー
ス、通信工学コース、情報システム工学コー
ス卒業生から 1委員／年

修了年 大　学　院

平成15年以前

電気工学専攻、通信工学専攻、電子工学専攻、
情報システム工学専攻、電磁エネルギー専攻、
電子情報エネルギー工学専攻の 6専攻修了者
から 4委員／年

平成16年
～平成18年

電気工学専攻、通信工学専攻、電子工学専攻、
電子情報エネルギー工学専攻の 4専攻修了者
から 3委員／年、及び、情報科学研究科（電
気系 8講座）修了者から 1委員／年

平成19年
～平成29年

電気電子情報工学専攻システム・制御・電力
工学コース、先進電磁エネルギー工学コース、
情報通信工学コース、量子電子デバイス工学
コースの各コース修了者から 1委員／年、及
び、情報科学研究科（電気系 8講座）修了者
から 1委員／年

平成30年以降

電気電子情報工学専攻電気工学コース、情報
通信工学コース、電子工学コースの各コース
修了者から 1委員／年、及び、情報科学研究
科（電気系 8講座）修了者から 1委員／年

注）学部のクラス委員は、関連する大学院のクラス委員を
兼任する。
最終改定日　平成 29 年 6 月 27 日
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澪電会　プライバシーポリシー

澪電会では、会員の皆様から事業推進に際して必要最小限の個人情報をご提供頂き、同窓会活動に利用して参りま
した。会員の皆様の個人情報の取り扱いにつきまして下記の通りご案内致します。会員の皆様のご理解・ご協力を
賜りますようお願い申し上げます。

1．保有する会員の個人情報と個人情報収集方法、利用目的
澪電会（各支部を含む）（以下、本会と称する）が運営上取得した下記の情報を個人情報として取り扱います。
氏名、会員番号、卒業（修了）学部・学科・学科目・研究科・専攻・コース・研究室、卒業（修了）年度、
自宅連絡先（住所、電話／FAX番号、電子メールアドレス）、勤務先（勤務先名称、住所、所属部署、役職、
電話／FAX番号、電子メールアドレス）等
また本会では、その会則に示す目的のとおり、「会員の親睦を図り、学術の発展および科学技術に関する知識
の啓発に寄与することを目的とし、そのため適宜必要な事業を行う」こととして、会員個人情報を以下に示
す事業において利用します。
① 本会会員名簿の整備および発行。
② 本会および本会会員が主催する事業で本会の目的に適ったもの（総会、見学会、同窓会等）の案内お
よびそれにかかる連絡事項の送付。

③ 会報等（電子媒体によるものを含み、本会活動目的に適うものに限る）の配布。
④ 会費および寄付金の収受管理、会費徴収に関わる事務、案内。
⑤ 大阪大学が行う教育・研究の発展に寄与すると判断される大阪大学主催事業の案内送付。

2．個人情報の管理と本会から事業委託された業者・第三者への開示と提供
(1) 本会が収集した個人情報については、本会から事業委託された業者により適正に管理を行い、常に個
人情報の保護に努めます。

(2) 本会は、本会会員、大阪大学ならびに大阪大学同窓会連合会等同窓会組織の主催事業で、その利用目
的から個人情報の提供が適切と判断される場合には、本会会員、当該主催業者に対して必要最小限の
個人情報を提供することがあります。なお、個人情報の開示もしくは提供を望まない場合は、本会ま
で届け出て下さい。

(3) 本会から提供する個人情報は紙媒体もしくは電子媒体によるものとします。
(4) 次の場合を除き、あらかじめ会員本人の事前の同意がない限り、個人情報を本会から事業委託された
業者等、大阪大学ならびに大阪大学同窓会連合会等同窓会組織を除く第三者へ開示ならびに提供致し
ません。
● 法令に基づく場合
● 人の生命、身体又は財産の保護のために必要がある場合であって、本人の同意を得ることが困難であるとき。
● 公衆衛生の向上又は児童の健全な育成の推進のために特に必要がある場合であって、本人の同意を得ること

が困難であるとき。
● 国の機関若しくは地方公共団体又はその委託を受けた者が法令の定める事務を遂行することに対して協力す

る必要がある場合であって、本人の同意を得ることにより当該事務の遂行に支障を及ぼすおそれがあるとき。

3．開示・訂正・利用停止請求
本会は、会員から会員本人の個人情報に関する開示請求の申し出があった場合は、当該本人と確認したうえ
で、その情報の開示を行います。また、内容が正確でないなどの申し出があった際には、その内容を確認の上、
必要に応じて個人情報の追加、変更、訂正または利用停止を行います。

4．澪電会に関する個人情報のお問い合わせ・ご依頼先
〒 565-0871　吹田市山田丘 2-1
大阪大学　大学院工学研究科　電気系内　澪電会事務局
E-mail　 reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp
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大阪大学工学部電気系同窓会 澪電会
Web同窓会システムのご案内

会費だけでなく、寄付金やイベント
参加費にも利用できます。
また、支払履歴も保存されるので、
いつでも確認できます。

2段階認証とは、WD-Sy s t em
からのIDとパスワードに加えて、
携帯電話にショートメッセージを
お送りし、会員様のみにお知らせ
するワンタイムパスワードによる
ログイン認証方法です。第三者が
不正にログインする危険を減ら
します。

・個人情報の更新と公開設定
・会費クレジット決済
・宛先不明者の情報提供
・総会出欠回答
・事務局問い合わせ
・Web名簿の閲覧

2段階認証で
セキュリテイも

安心

個人情報を
自分で管理・更新が

可能

個人情報の
確認も簡単！

クレジット決済で
入金も
スムーズ

・会費・寄付金
・イベント参加費
  など

I D
P a s s

ワンタイムパスワード

宛先不明者の
情報提供が
できます

　2020年４月より小野高速印刷㈱が運営するWeb同窓会システムによるサービスを提供しています。こ

れにより、皆様の登録内容をWeb上で変更していただくことができ、会費の納入状況の確認・クレジット

による会費納入、住所不明者の情報提供、名簿の閲覧（会費納入者のみ）が可能になります。

　また、会費もWeb上でクレジット決済を行うことができますので是非皆様方のご協力をお願いいたします。

もちろん同封しております振込用紙にて、郵便局、コンビニエンスストアからの入金も可能です。

　澪電会では行事案内等の会員の皆様への連絡をメール配信に切り替えていく予定です。
メールアドレスを未登録の会員の皆様はWEB同窓会システムよりご登録ください。

https://wd-system.jp/reidenkai



澪電会ホームページのご案内

澪電会では、会員の皆様への情報発信の為、ホームページを公開・運用しています。

http://www.reidenkai.jp/

バックナンバーも含めて会報澪電（一部、黒塗り有）がダウンロード可能です。



発行　澪電会
〒565-0871　吹田市山田丘 2-1
大阪大学大学院工学研究科電気系内
電子メール：reiden@pwr.eng.osaka-u.ac.jp

転居・転職・異動された会員の方へのお願い

澪電会では、令和2年度よりWeb名簿システムを導入し、会員ご自身で登録情報を更新できるようになっ
ています。このシステムを用いて、澪電会の諸行事などの迅速なご案内も行う予定です。
つきましては、転居、転職、異動されました会員の方には、本システムより速やかに登録情報の更新を
お願いします。例年、郵送している会報などが不達となるケースも多数あり、事務局での対応に苦慮して
おります。何卒、下記Web 名簿システムでの情報更新にご協力お願いします。

澪電会Web 名簿システム　https://wd-system.jp/reidenkai/

なお、ログイン IDや操作方法に関するご質問などは、名簿システムのトップ画面の「ID・パスワード
についてのお問い合わせ」（下図参照）より手続きお願いします（澪電会事務局でなく、委託先で対応します）。

https://wd-system.jp/reidenkai/


